
Ⅰ 環境保全を重視した施策の展開 785,141千円(うちやまがた緑環境税553,227千円)

みんなが安心して

Ⅱ 21世紀にふさわしい県民と森林の関わりの構築 (133,979千円)

(

＜やまがた緑環境税を活用する事業の展開について【平成28年度】当初予算＞

① 県民参加の森づくりの推進（121,121千円）

【県民みんなで支える森・みどり環境公募事業】（みどり自然課：30,000千円）
NPOや地域のボランティア団体等による森づくり活動の支援

一般助成 テーマ助成

１ 森林・自然環境学習 １ 森づくりと一体となった木質バイオマスの利活用

２ 自然環境の保全活動 ２ 里山資源の活用と交流

３ 豊かな森づくり活動 ３ 暮らしの中に木を使う

４ 森林資源の利活用

【みどり環境交付金事業】（みどり自然課：90,000千円）
市町村が地域の課題に応じ、主体的に取り組む森づくり活動等の支援

１ 森林・自然環境学習（学校林等を活用した環境学習の推進）

２ 自然環境の保全活動（水環境の保全、希少野生生息地の保全）

３ 豊かな森づくり活動（地域住民や企業との協働による森づくり）

４ 森林資源の利活用 （県産材の普及啓発、間伐材やバイオマスの利活用）

※ 基本配分枠50,000千円・特別配分枠40,000千円

【やまがた絆の森プロジェクト推進事業】（みどり自然課：1,121千円）
企業の森づくり活動への支援、整備森林によるＣＯ2 の吸収量の認証等

② 環境保全に配慮した資源循環利用の促進（59,422千円）

◆森林資源循環利用促進事業 74,000㎥（林業振興課：53,172千円）

間伐等に伴い発生する低質材を、ラミナ等用材や燃料用ペレット等に

利用するための搬出等に対し支援を行う。

５年後の森づくり参加人数目標５年間の森林整備面積目標

～多様な樹齢からなる森林が面的に配備され、公益的機能が持続的に発揮される森林へ～

□病害虫等で活力が低下した里山林の再生（里山林整備）事業量400ha 208,922千円 (うち緑環境税208,922千円)
病害虫被害木の伐採、広葉樹の植栽、簡易土留柵の設置など

□スギ人工林の再生を起点とした

環境に配慮した森林経営の展開（長期育成林整備）事業量980ha 497,657千円 (うち緑環境税267,439千円)          
間伐及びこれに必要な森林作業道の設置など、森林組合等が森林所有者に代わって施業を一元管理し、

森林の公益的機能を持続的に発揮する仕組みを構築

◆広葉樹林健全化促進事業

（里山林の若返りと資源の積極活用）6,150㎥（林業振興課：6,250千円）
ナラ枯れ被害木を伐採してナラ林の若返りと害虫の駆除を行うとともに、

チップ等への活用を進めるため、搬出及び作業道の設置に支援を行う。

・伐採搬出支援：6,150㎥ 6,150千円 ・面的防除支援：2箇所 100千円

① 環境保全を重視した森林整備の推進 （725,719千円 うち緑環境税493,805千円）

◆荒廃森林緊急整備事業 1,400ha（林業振興課：713,786千円 うち緑環境税481,872千円）

□水源かん養など公益的機能の高い森林を育成（針広混交林整備）事業量20ha 7,207千円 (うち緑環境税5,511千円)
スギ人工林に広葉樹を導入するための強度の間伐及びこれに必要な森林作業道の設置など

～自然生態系が豊かで公益的機能が高度に発揮される森林へ～

国庫補助事業を活用した整備（環境林整備事業）
森林整備 10ｈａ 3,504千円（うち 税1,808千円）

やまがた緑環境税による整備
森林整備 10ｈａ 3,703千円（うち 税3,703千円）

やまがた緑環境税による整備
森林整備等 440ha 155,287千円（うち 税155,287千円）

～多様な樹種や年齢で構成する緑豊かな明るい里山林～

森林景観整備

人と動物との共存林整備

（市町村補助

補助率10/10）

③ 自然環境学習や森に親しむ

環境づくりの推進（3,513千円）

【自然環境学習推進事業】

（みどり自然課：1,512千円）
森林環境学習に関する副教材等の作成

【総合支庁自然環境学習推進事業】（2,001千円）
◇村山総合支庁

・里山の森づくりサポーター育成事業(森林整備課)

◇最上総合支庁

・最上の自然環境教育マスター養成事業(森林整備課)

◇置賜総合支庁

・みんな一緒に森林活動フィールド振興事業(福祉課)

・おきたま森林・自然環境学習推進事業(森林整備課)

◇庄内総合支庁

・出羽庄内公益の森づくり事業(森林整備課)

Ⅲ 新たな森づくりの推進 (25,794千円)

【やまがた緑県民会議】（みどり自然課：1,708千円）
緑県民会議の開催、緑環境税制度の評価検証

【森づくりサポート体制推進事業】（みどり自然課：12,854千円）
県民参加の森づくり活動の総合的な支援、指導者等人材の育成

② 普及啓発の強化（11,232千円）

【みどりの循環県民活動推進事業】
（みどり自然課：10,495千円）【拡充】

・県民が気軽に森づくりに参加できる仕組みの構築

（森のホームステイ、間伐体験、木工教室の開催等）

・森の感謝祭の開催

・やまがた緑環境税の普及啓発 等

【水資源保全推進事業（一部）】
（環境企画課：380千円）

水資源と森林の保全に関する啓発

【やまがた緑環境税広報事業】
（税政課：357千円）

やまがた緑環境税の周知、広報

① 推進体制の整備（14,562千円）

整備前 将来のすがた

② 自然環境保全対策の推進（9,345千円）

【生物多様性戦略推進事業（一部）】

（みどり自然課：4,180千円）
自然環境の変化等についての総合的なモニタリング調査

【鳥獣保護管理法推進事業(一部）】

（みどり自然課：3,521千円）
里山など森林に生息する大型野生動物の実態調査

【野生鳥獣捕獲体制強化支援事業（一部）】
（みどり自然課：221千円）

人と野生鳥獣の共生の担い手育成

【大型野生鳥獣等野生復帰事業(一部）】
（みどり自然課：1,423千円）

傷病等で救護された野生鳥獣の復帰支援

整備前 将来のすがた

整備前 将来のすがた

国庫補助事業を活用した整備（森林環境保全直接支援事業）
森林整備等 540ha  342,370千円（うち 税112,152千円）

◆森林資源再生事業 80ha（林業振興課：11,933千円)【拡充】

環境に配慮した森林経営の展開（再造林）

再造林とその後の保育施業を、森林組合等が森林所有者に代わって一元管理し、

森林の公益的機能を持続的に発揮する仕組みを構築

やまがた緑環境税活用事業944,914千円（うちやまがた緑環境税713,000千円）

将来のすがた整備前

資料１－１

んな 安心

暮らせる緑豊かな

「やまがた」

今後5年間（H24～28）で、約２万人 増加

（H19）6万人→（H23）8万人→（H28）10万人

今後5年間（H24～28）で適切に整備された森林が 6,500ha増加

（※内訳：特に保全上重要な人工林3,500ha、特に荒廃が顕著な里山林3,000ha）
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（単位：千円）

481,872

(713,786)

5,511

(7,207)

1,808

(3,504)

267,439

(497,657)

112,152

(342,370)

400 ha 208,922

 ・ 病虫害や風雪害等により、自然回復出来ない広葉樹林の整備 250 ha 173,405

 ・ ナラ枯れ２次被害対策 20 ha (上記に含まれる)

 ・ 森林景観整備(市町村補助) 130 ha 35,517

80 ha 11,933 補助金交付申請受付中 （提出期限(1回目)：9月10日）

493,805

(725,719)

74,000 m3 53,172

 ① ラミナ・合板等用材 49,000 m3 20,090

 ② 木質バイオマス燃料用材 25,000 m3 33,082

6,250

 ・ 伐採搬出に関する助成 6,150 m3 6,150

 ・ 面的防除に関する助成 2 箇所 100

（小計） 59,422

平成２８年度「やまがた緑環境税」活用事業（ハード）　取組状況一覧　（平成２８年７月末現在）

区分 事  業  名 担当課 事業の概要
事業量等

 (年間実績見込み)
H28当初予算額
(　　）は国庫補助含みの額

実施状況　（H２８.７月末）

Ⅰ
環
境
保
全
を
重
視
し
た
施
策
の
展
開

①　環境保全を重視した森林整備の推進

□荒廃森林緊急整備事業

林業振興課

長期に管理放置された森林を整備し、森林の公益的機能を確保 1,400 ha 整備計画1,400haに対して、1,382.4ha実施中(98.7%)

水源かん養などの公益的機能の高い森林の
整備　(針広混交林整備)

○スギ人工林に広葉樹を導入するための強度の間伐や森林作業道の設置など 20 ha

整備計画20haに対して、17.2ha実施中(86.0%) ・ やまがた緑環境税による整備 10 ha 3,703

 ・ 国庫補助事業を活用した整備（環境林整備事業) 10 ha

スギ人工林の再生を起点とした環境に配慮し
た森林経営の展開(長期育成林整備)

○間伐及び森林作業道の設置など、森林組合等が森林所有者に代わって施業を
一元管理し、森林の公益的機能を維持する仕組みを構築

980 ha

整備計画980haに対して、796.6ha実施中(81.3%) ・ やまがた緑環境税による整備 440 ha 155,287

 ・ 国庫補助事業を活用した整備(森林環境保全直接支援事業) 540 ha

病害虫等で荒廃した里山林の再生
（里山林整備)

○病害虫被害木の伐採、広葉樹の植栽など

整備計画400haに対して、568.6ha実施中(142.2%)

□森林資源の再生
再造林とその後の保育施業を、森林組合等が森林所有者に代わって一元管理し、森林の公
益的機能を持続的に発揮する仕組みを構築

（小計） 1,480 ha

②　環境保全に配慮した資源循環利用の促進

□森林資源循環利用促進事業 林業振興課

間伐等で発生する低質材を、ラミナ・合板等用材やペレット等の木質バイオマス燃
料用材として利用するための搬出への支援

計画数量74,000㎥に対して、47,200㎥実施中(63.8%)
追加要望受付中（随時）

計画数量6,150㎥に対して、1,300㎥実施中(21.1%)
２次募集受付中（受付期間：9月1日～30日）

□広葉樹林健全化促進事業 林業振興課

ナラ枯れ被害木を含むナラ林の伐採によるチップ等への活用とナラ林の若返り、
害虫の駆除を行うための搬出への支援

資料１－２

553,227

(785,141)
Ⅰ　（ハード事業）計 計
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（単位：千円）

みどり自然課 森づくり活動等の公募事業（事業主体：地域住民　補助率10／10）
一般助成：101事業
テーマ助成：5事業

30,000
【一般】森林・自然環境学習：29事業、自然環境の保全活動：10事業、豊かな森づくり活動：53事業、森林資源の利活用：９事業
【テーマ】木質バイオマスの利活用：２事業、里山資源の活用と交流：２事業、暮らしの中に木を使う：１事業

みどり自然課 市町村への交付金事業（事業主体：市町村　交付率10／10）
160事業

内特別配分枠58事業
90,000

①森林・自然環境学習：55（20）事業、②自然環境の保全活動：８（４）事業、
③豊かな森づくり活動：49（16）事業、④森林資源の利活用：48（18）事業　（　）は特別配分枠

みどり自然課
企業による森づくりの推進、企業等の整備森林による二酸化炭素の森林吸収量の認証
等

27協定
32企業・団体

1,121
●企業等による森づくり活動の実施
●新規企業の協定締結に向けて、企業訪問によるＰＲ

（小計） 121,121

みどり自然課 森林を取り巻く自然環境の変化等についての総合的なモニタリング調査の実施 各種調査 4,180
●自然環境現況調査（環境科学研究センターで調査中）●希少野生生物分布調査（委託事業で実施中）
●ブナ・ナラ豊凶調査（環境科学研究センターで調査中）

みどり自然課 ツキノワグマ生息状況調査、里山を中心とした森林生態系（ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル等）の実態調査

ツキノワグマ生息状況調査
ニホンジカ、イノシシ、ニホンザ
ル等大型野生動物の生息動向

調査

3,521
●ツキノワグマ生息状況調査（委託事業で実施中）
●大型野生動物生息動向調査等（委託事業で実施中）

みどり自然課 森林生態性の構成要素である野生動物の保護管理を担う狩猟者の育成
狩猟免許試験受験予定者講習

会
221 ●６/１６庄内会場実施４７名受講、８/７置賜会場８８名受講、8月11日村山会場153名受講

みどり自然課 傷病等で救護された野生鳥獣の、野生復帰のためのリハビリ、放鳥獣等 救護所巡回指導、放鳥獣 1,423 ●野生復帰事業（委託事業で実施中）　

（小計） 9,345

みどり自然課 森林環境学習に必要となる副教材やポケット版教材の作成・配布
副教材、ポケット版教材の作成・

配布
1,512

●森林環境学習副教材等の作成・配布（８月～：県内全小学５年生・全校 11,500部）
●ポケット版教材「森のたんけん手帳」の増刷・配布（５月～：みどりの少年団、県内関係機関等 8,000部）

2,001

　・里山の森づくりサポーター育成事業
村山総合支庁
森林整備課

気軽に森について学び、森づくり活動に参加できるフィルドを県民の森に設定しボランティア団体
などの一般県民を森林案内や木育を指導する森の案内人を育成する。

研修会2回4日間 184 ●森の案内人育成研修会開催（基礎研修7月17日,23日　県民の森、参加者8人　・専門研修10月2日、9日開催予定）

　･最上の自然環境教育マスター養成事業
最上総合支庁
森林整備課

「巨樹の国」最上の自然遺産、生活文化を次世代に引き継ぐための自然環境教育指導者の育成
（養成講座の開催）

養成講座３回、指導者登録５名 355 ●春の講座(5/21～22) 参加者：１９名、受講者４名に修了証交付　●秋の講座(11/５～８)、冬の講座2月開催予定

　・みんな一緒に森林活動フィールド振興事業
置賜総合支庁

福祉課
森林活動インストラクターの介助案内研修及び障がい者等の森林体験活動による実証作業

介助案内研修１回、森林活動２
回

338 ●介助案内研修（5/31）開催・参加者30名　●障がい者等の森林体験（6/16開催・・参加者59名、10月開催予定）

　･おきたま森林・自然環境学習推進事業
置賜総合支庁
森林整備課

「源流の森」における、森づくり活動などの支援を行う人材「森の案内人」の養成。「源流の森」を
活用した新たな森づくり活動を推進するため条件整備等。

養成講座３回（総合講座１回、専
門講座２回）、測量・地拵え

518
●養成講座　6/25,26に総合講座を開催、9月3日に1回目の専門講座、10月29日に2回目の専門講座を開催予定。●測量・地
拵え：9月初完了予定

　・出羽庄内公益の森づくり事業
庄内総合支庁
森林整備課

庄内海岸クロマツ林を保全するための出羽庄内公益の森づくりを考える会の開催、ボランティア
活動支援や指導者の育成、森林環境教育の推進

ボランティア活動支援等64回, 606
出羽庄内公益の森づくりを考える会の開催（計画3回・実績１回)、ボランティア活動の支援(計画20回・実績14回)、森林環境教
育の支援(計画40回・実績23回)、ボランティアリーダー研修(計画1回)

（小計） 3,513

計 133,979

みどり自然課 やまがた緑県民会議の開催、やまがた緑環境税制度・税を活用した事業の評価検証 県民会議４回 1,708 ●やまがた緑県民会議4回開催（6/2、8/18、9/7、3月）

みどり自然課
県民参加の森づくり活動の総合的な支援、地域での森づくり団体のネットワーク化の支
援、森づくり活動への支援等を担う人材の育成

年間支援
森づくり報告会４回

12,854
●森づくり団体（一般及び企業）活動支援　●講習会の開催　●企業の森づくり支援仕組みづくり（候補地調査等）　●パネル
展示　●やまがた森づくりサポーター育成研修(7/16-17)

（小計） 14,562

みどり自然課
森を守り、育て、暮らしに活かす取組みを県民運動として推進し、森づくりへの理解を深
めてもらうため、森の感謝祭の開催や普及啓発活動を展開

森の感謝祭・地区感謝祭の開
催、森のホームステイの実施、
間伐体験会・森林のエネルギー
見学会・｢やまがたの木｣体験会
の開催、普及啓発

10,495
●やまがた森の感謝祭2016開催（6/4遊佐町）　●各地区森の感謝祭（6/11最上）　●森づくりリレー（6月～）　●森のホーム
ステイの実施（竹ポット苗づくり６回、植栽２回）　●YBC｢やまがたサンデー５｣による緑環境税事業の紹介(7/10放送)  ●緑環
境税パネル巡回展示

環境企画課 水資源保全推進事業（一部） 講演会１回、ジオラマの製作 380 ●美しい水と森の講演会の開催（8/24予定）　●森林の水源涵養機能を表すジオラマの製作

税政課 やまがた緑環境税の周知、広報
タウン情報誌広告

１回
357 ●タウン情報誌「月刊山形ZERO☆23」（ 2016年9月号（平成28年8月27日発行））に広告を掲載予定

（小計） 11,232

計 25,794

計 159,773

■生物多様性戦略推進事業（一部）

■野生鳥獣捕獲体制強化支援事業（一部）

平成２８年度「やまがた緑環境税」活用事業（ソフト）　取組状況一覧　（平成２８年７月末現在）

区分 事  業  名 担当課 事業の概要
事業量等

 (年間実績見込み)
H28当初予算額
(　　）は国庫補助含みの額

実施状況　（H２８.７月末）

Ⅱ
　
2
1
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
県
民
と
森
林
の
関
わ
り
の
構
築

①　県民参加の森づくりの推進

■県民みんなで支える森・みどり環境公募事業

■みどり環境交付金事業

■やまがた絆の森プロジェクト推進事業

②　自然環境保全対策の推進

■総合支庁実施事業

■鳥獣保護管理法推進事業（一部）

Ⅱ　計

①　推進体制の整備

■やまがた緑県民会議

■大型鳥獣等野生復帰事業（一部）

③　自然環境学習や森に親しむ環境づくりの推進

■自然環境学習推進事業

②　普及啓発の強化

■森林の水源涵養機能の理解促進

■やまがた緑環境税広報啓発事業

Ⅲ　計

Ⅱ＋Ⅲ　（ソフト事業）計

■森づくりサポート体制推進事業

■みどりの循環県民活動推進事業

Ⅲ
　
新
た
な
森
づ
く
り
の
推
進

資料１－３

713,000

(944,914)
合計
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